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(2) 空き家対策について

調査内容

(1) PFI 方式による市営住宅の建て替え事業について

本事業は、昭和４０年度から昭和４３年度に建設された市営川辺町住宅

の老朽化による建てかえの際に、ＰＦＩ的手法を導入している。平成１９

年度から導入可能性調査を実施し、平成２３年度に最終的に建物引き渡し

が完了されている。民間事業者に市営住宅を建設してもらい、建設後に小

松市が買い取るＢＴ（建設・譲渡）方式を採用している。ＢＴ（建設・譲

渡）方式にして、維持管理を市直営としたのは、管理戸数が少なく、事業

者にメリットがないこと、また家賃滞納の徴収事務は市となるなど、市自

体にもメリットが少ないためである。老朽化した低層住宅を建てかえ、新

たに高層化することで余剰地約０．９ｈａが発生した。これを事業者に売

却し、事業者はこれを宅地開発・分譲をした。事前の説明会では多くの事

業者が参加していたが、実際の応募事業者は１社（グループ）のみであっ

た。

建てかえ後の新しい市営住宅団地の特徴として、地場産品である小松産

瓦を団地屋根や周辺の瓦の散歩道、目隠し塀等に活用するなど、町並みの

景観に配慮している。また、冬場の北風を防ぐため、共用廊下を屋内化し、

ベランダもサンルーム化するほか、駐車場は全住戸分用意され、スタッド

レスタイヤなどを収納する屋外物置も設置するなど、地域の風土に対応し

ている。建てかえ後は、地元住民からは他地域から若い世代が転入してき

たことにより、地域の活気が増したとの声もあったという。

【主な質疑応答】

Ｑ 入居の状況は。

Ａ 比較的、新しいため、空室はなく現在は順番待ちである。

Ｑ ＰＦＩの市のメリットは。

Ａ 老朽していた低層建物を高層化することにより余剰地が生じ、建て替

えと同時に余剰地の処分がセットでできたことである。



Ｑ 今後の市営住宅建替えにもＰＦＩを活用するのか。

Ａ 導入可能性調査を行ったが、小松市は地方都市で土地も安く、そのた

めメリットが少なく、また応募事業者が集まらないおそれもあり、現

在は市直営での従来方式（一般競争入札）で建てかえを行っている。

（2）空き家対策について

小松市空き家等の適正管理に関する条例を平成２５年４月１日に施行

している。空き家所有者の管理義務や有効活用の努力義務を規定し、空き

家の適正な管理を目指した。平成２７年度調査では小松市では空き家が２

０００件近くあった。また、小松市では高齢者のみの世帯が急増しており、

将来の空き家予備軍にもなっている。

空き家有効活用の助成制度として、空き家を貸し出す場合に所有者に対

し、改修費用を一部助成する空き家有効活用奨励金や、空家・空室バンク

の登録物件を借りる方に家賃の一部補助を行う空き家有効活用家賃補助

金などを設けている。

また、周囲に危険を及ぼす老朽空き家に対して、土地・建物を市に寄付

してもらい、市で解体した後、町内会で管理・活用等をする老朽危険空き

家跡地活用事業や、老朽危険空き家の所有者に対し、解体工事の一部を助

成する老朽危険空き家解体補助事業を設けている。

その他にも、空き家の情報を紹介する空き家・空き室バンクなども行っ

ている。

【主な質疑応答】

Ｑ 老朽危険空き家跡地活用事業と老朽危険空き家解体補助事業のそれ

ぞれの実績は。

Ａ 平成２７年度より実施しているがそれぞれ累計で跡地活用事業１件、

解体補助事業２３件である。


